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で あ る（ 張、2011、pp.468
－471）。
図4　満族のシャーマンのベルトベル　
出典：高、2006、p.9
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図５　満族　シャーマンの太鼓
出典：2012年　旧暦正月初七　吉林省九台市胡
家郷小韓屯満族石氏家族
写真提供：大連民族学院　郭淑云
 
図7　満族　シャーマンのベルトベル
出典：2012年　旧暦正月初七　吉林省九台市胡
家郷小韓屯満族石氏家族　
写真提供：郭淑云
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図8　満族のシャーマン　
出典：筆者撮影 
 
図9　鹿に扮して太鼓をたたく満族のシャーマン
出典：王、 2011、p.41
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Ⅲ－2　日本の文化にあるシャーマニズム
　次に、日本の文化にあるシャーマニズムについて見てみよう。
　岩手県や宮城県の鹿踊りでは、踊り手一人一人が鹿の頭をいただき、背には鳥の羽根状
の腰差をさし、腹の前に吊るした太鼓を叩いて八人一組で踊る。これは、ツングース諸族
のシャーマンの装束と類似している。
　シベリアのシャーマンは太鼓を用い、鹿類（トナカイかノロジカ）に扮するか、猛禽類
に扮するかのどちらかであるが、日本海を隔てた対岸の沿海州からバイカル湖にかけての
地域のツングース系諸族は、シャーマンの装束としてシカ類と鳥類の重なったところであ
る。したがって、鹿の頭をいただき、背には羽根状の腰差をさす姿は、沿海州からバイカ
ル湖にかけてのシャーマンの影響を受けたものと考えられるという（大林、1991、pp.158-
161）。
図10　春日流八幡鹿踊り
出典：花町市文化財ガイドブック
図11　金津流丹内鹿子躍
出典：花町市文化財ガイドブック
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　劉厚生は、日本では神降ろしの呪術宗教職能者が「巫」と呼ばれ、巫術を伴っている
宗教活動は「巫俗」、または「巫道」と呼ばれている。東北地方の「市子」巫女（イチコ、
イタコ）はツングース系民族のシャーマンに相当するという（劉、1994、pp.81-82）。
　日本のシャーマンとして有名なのは、東北のイタコや奄美・沖縄のユタである。ここで
は、山上伊豆母の『巫女の歴史』から、日本のシャーマンである東北のイタコ（イチコな
ど）、沖縄のユタについて見てみよう。
　巫女の口寄せは、「神口（かみくち）」「生口（いきくち）」「死口（しにくち）」の三種類
に分けられる。東北の巫女であるイタコは、イチコ、アヅサ、オガミンともいい、主とし
て部落内にあって特殊技能として「死口」を行うことにより「口寄せ」とよばれるのであ
り、「生口」はたいへん少ない。
　イタコは目が見えない女であり、このうち「オシラサマ」という人形をつかって「神お
ろし・神送り」などシャーマンの儀式がある。日本ではイタコだけである。イタコが人形
をつかうのは、平安時代の傀儡子（くぐつし）が木偶（でく）を使ったことを受け継いで
いると考えられている（山上、1980、p.207）。
　沖縄・奄美のユタは、「神おろし」により「神がかり」してトランス状態となり憑依霊（ひょ
うれい）の託宣をする（山上、1980、p.207）。沖縄・奄美では霊魂のことをマブイといい、
抜け出した魂を体に取り込むことを「マブイゴメ」という。マブイには、イキマブイ（生
霊）とシニマブイ（死霊）がある。遊離する霊魂と交渉をもち、マブイゴメをし、また招
魂するワザヲギをもつと信じられているのがユタである。
　ユタは沖縄・奄美一帯で活動する呪術行為をおこなう民間の巫女である。これに対して、
村落祭祀の中心となる公的な神女はノロという。ノロは女性であるが、ユタには男性もいる。
さらに、ユタとノロとの違いは、「神がかり」がユタの諸呪術の前提となっている点であ
る（山上、1980、pp.209-212）。
　このように、ツングース系民族の古くからの信仰であるシャーマニズムは、日本が周囲
の民族と頻繁に交流する中、大陸の巫俗とくにツングース系の巫俗が朝鮮半島や日本海経
由で日本列島に伝わり、北極圏周辺に伝わったシャーマニズムは海峡対岸の樺太、北海道
に根付くことになった可能性が高いと思われる。
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図12　イタコの口寄せに耳をかたむける人たち（青森県むつ市）
出典：須藤功、1996、 p.139
図13　巫女とオシラサマ（宮城県北部）
出典：三崎、 1972、p.56
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Ⅴ　むすび
　本稿では、日本文化の基層にツングース系民族の文化要素と相似する部分が多く、それ
ぞれの特徴とその関連性を先行研究に依りながらその解明を試みた。日本の基層文化につ
いては、岡正雄が「日本文化の基礎構造」という論文において５つの種族文化複合により
構成されていると考えた。それは、古い順に次のように想定されている。①母系的・秘密
結社的・芋栽培―狩猟民文化、　②母系的・陸稲栽培―狩猟民文化、③父系的・「ハラ」氏
族的・畑作―狩猟・飼畜民文化、④男性的・年齢階梯的・水稲栽培―漁撈民文化、⑤父権
的・「ウジ」氏族的・支配者文化、である。 大林太良は岡正雄説に対して、批評と補足を
行ったうえ、とくにツングース系文化要素の日本への渡来を指摘した。ツングース系民族
は異なる歴史時期で言語、血筋、地域、生業形態、宗教信仰、「髪の編み込み」習俗など
の面で共通性があるため、強い同一民族としてのアイデンティティーを持っている。ツン
グース系民族の文化的特徴は漁撈と狩猟を中心としての生業形態、水路、陸路および雪路
の交通手段、シャーマンニズムの宗教信仰、父系親族集団『ハラ』などの共通点をもって
いるとされる。本論文では、主にシャーマンニズムの宗教信仰をとり上げ、検討を加えた。
本研究のインプリケーションは以下のようにまとめることができよう。
　第一、シャーマニズムは北東アジアのツングース系民族の古代宗教であり、ツングース
系の各民族はすべてシャーマニズムを信仰していること、中国の満族は何百年もずっと
シャーマニズムを信仰していることを明確にした。
　第二、日本のシャーマニズムは満族のシャーマンから発展してきており、ツングース文
化の中にある宗教信仰は日本に流入し、日本文化の一部分を構成しているのではないかと
考える。
　第三、ツングース文化の宗教信仰と日本文化の宗教信仰の共通点は、シャーマンの「神
の意図が分かる祈祷師」、「万物に霊がある」と「魂は不滅である」という観念や、自然崇拝、
動植物崇拝、祖先崇拝、シャーマンの儀式（跳神、シャーマン舞）などであると指摘した。
　本研究は、ツングース文化と日本文化の中にある宗教信仰の共通性を明らかにしようと
したものの、宗教信仰の流入ルートやその日本での定着過程、さらにこれらを通じて見ら
れる両文化間相互影響のメカニズムなどに関しては、まだ解明していない部分が多く残さ
れている。ツングース系民族のシャーマニズムは、はたして朝鮮半島からなのか、日本海
側からなのか、もしくは両方のルートから日本に伝来したのかについては、引き続き今後
の研究課題としたい。
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